
【研究概要】

当分野では，B 細胞を中心とした造血腫瘍，具体的には EBV 関連リンパ腫等の悪性リンパ腫や急性リン

パ性白血病に対して，新規治療を目指した基礎的な研究を行っている。

研究の柱は以下の 3つである。

1．新しい視点，非コード RNA からの B 細胞腫瘍の病態解明と，逆に，病気から非コード RNA 領域の新し

いサイエンスの創生

2．B細胞腫瘍発生に関与するゲノム変異誘導遺伝子 AID の変異標的決定機構

3．新しい治療コンセプトの考案とその有効性の検討

4．異分野融合を目指したリンパ腫研究

2011 年 1 月の研究室の設立から 5 年，徐々に研究基盤は整いつつある。病気から基礎研究のブレークス

ルーを目指す研究と，日本有数の悪性リンパ腫症例数を誇る血液腫瘍内科，悪性リンパ腫のエクスパートが

指揮する病理診断科との連携を密に，“Bench to Bedside”を目指す研究の両輪を展開中である。メンバーは，

医学，理学，農学，工学とバックグラウンドは様々で，各々の将来のキャリアパスを念頭においてプロジェ

クトを構成しているのも特長である。
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【指導できる技術】

1．ヒト化マウスを用いた EBV 関連リンパ増殖疾患モデルの解析

2．遺伝子改変：体細胞 Crisper 等

3．レトロウィルス，レンチウィルスを用いた遺伝子導入

4．マウス造血系の解析

5．4D イメージング

6．小分子 RNA解析
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最近の成果：腫瘍形成維持における腫瘍─分泌性 EBVmiRNA─
マクロファージ軸の重要性




